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国語科 事例２
キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

単元名

世代による言葉の違いに
ついて意見文を書こう

内容のまとまり
第５学年及び第６学年
〔知識及び技能〕

(3)我が国の言語文化に関する事項
〔思考力、判断力、表現力等〕 B「書くこと」

(1)イ・ウ
１ 単元の目標

(1)世代による言葉の違いに気づくことができる。
(2)筋道の通った文章となるように、文書全体の構成や展開を考えることができる。
(3)事実と感想，意見とを区別して書くなど，自分の考えが伝わるように書き表し方を工
夫することができる。
(4) 言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国語の大切さを自覚して思い
や考えを伝え合おうとする。 （「学びに向かう力，人間性等」）
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２ 単元で取り上げる言語活動

世代による言葉の違いについて，書き表し方を
工夫して意見文を書く。

(関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ⑵ア)
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※作成手順は「令和２年度 全県教育課程説明会 国語科部会（小学
校）」を参考にしてください。
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３ 単元の評価規準



４ 指導と評価の計画(９時間)
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４ 指導と評価の計画(９時間)
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４ 指導と評価の計画(９時間)
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５ 観点別学習状況の評価の進め方

第６・７・８時においては、「主体的に学習に取り組む態度」
について、全員の記録を取る評価を行う。

自身の書き表し方の状態を理解し，それをさらに改善しよう
としているか

P56



P56

５ 観点別学習状況の評価の進め方



本単元においては，「事実
と感想，意見とを区別して
書く」という書き表し方の工
夫について学習している。
これを受けて，記述の際の
学習の振り返りとして，「事
実と感想，意見とを区別し
て書く」ために「どのようなこ
とに気を付けたか」，「どの
ような工夫をしたか」などを
想起させ，ノートに書かせ
ることにした。同時に，友達
や教師から受けた指摘や
助言，自ら気が付いたこと
を踏まえて，いつどのような
修正を行っていくか，改善
の内容や見通しについても
振り返りの中に記述してい
くよう指導した。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



そこで，自身の書き表し方の
工夫について振り返っている
とともに，友達や教師と交流
した際に得た指摘や助言を
踏まえて書き表し方をさらに
良いものにしようと粘り強く
試行錯誤する様子が見られ
た児童は，「おおむね満足で
きる」状況（Ｂ）とした。例えば，
図３に示したように，児童３
は第６時の学習を振り返って
「事実を示すために世論調
査の情報を用いたこと」を想
起するとともに，「『事実と分
かったことが混同していて分
かりにくい』という指摘をＡさ
んから受けたこと」や「Ａさん
の指摘を受けて次時に修正
する意向であること」につい
ても記述している。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



児童３の振り返りの記述を読んだ
教師もまた助言を行っている。児
童３が下書きした「中」（図３）は，
提示されている「事実」が「漢字を
用いた言い方とカタカナを用いた
言い方」に関する情報のみであり，
「終わり」で述べようとしている意
見の裏付けとしては弱いと判断し
た教師は，さらに図４にあるよう
に「事実」の書き足しを児童３に
勧めた。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



児童３は，友達の指摘や教師
の助言を踏まえて，図５のよう
に修正を試みている。さらに，
第７時においては，修正した下
書き（図５）に対する意見をＢさ
んに求めている。Ｂさんからは
「数字がはっきりしていない情
報があること」を指摘されたた
め，児童３はその点を振り返り
に記述し，納得した上で次の時
間に修正しようとしている。こう
したことから，児童３は，書き表
し方の工夫について振り返って
いるとともに，友達や教師と交
流した際に得た指摘や助言を
踏まえて書き表し方をさらに良
いものにしようと粘り強く試行錯
誤する様子が見られたと判断し，
「おおむね満足できる」状況
（Ｂ）とした。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



一方，書き表し方を振り返って，修正の見
通しがもてなかったり，書き表し方を改善
しようとする姿勢を見せなかったりした児
童に対しては，どのようなことにつまずい
ているのか相談にのったり，振り返るポイ
ントを示したりして，教師が書き表し方の
修正を助言した。児童４が第６時に書い
た振り返りには，調べたことと分かったこ
とが「中」に書けており，下書きはよくでき
ているため，このまま清書したいと書かれ
ていた。また，児童４は友達との交流にも
あまり積極的に参加しておらず，自分の
意見文の書き表し方をさらに良いものに
しようという試行錯誤の様子を確認するこ
とができなかった。このため，教師から
「もっと良くできるところはないかな，もう
一度考えてみよう。」などと助言した。そ
の結果，児童４は，図６のように下書きの
内容を見直した。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方



第７時の振り返りから，友達の助言を受けて粘り
強く試行錯誤し，書き表し方を工夫しようとしてい
ることが確認できることから，「おおむね満足でき
る状況」（Ｂ）と評価した。なお，結果的に自分の
下書きを修正しなかった児童であっても，友達か
らの意見やアドバイスについての修正の可能性
を検討するなど，粘り強く試行錯誤する様子を確
認することができた場合には「おおむね満足でき
る状況」（Ｂ）と評価した。一方,自身の下書きを見
直す中で，自ら修正点に気付き，それを進んで
修正するとともに，友達や教師に自身の修正状
況などを説明して積極的に助言を求めたり，教
科書や学校図書館の科学的読み物に掲載され
ている意見文と見比べたりしながら書き直しの試
行錯誤を行っているということが，振り返りの記
述や下書きの変容から確認できる児童は「十分
満足できる」状況（Ａ）にあるとした。
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５ 観点別学習状況の評価の進め方


